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22023.9.10 広報

第第 4848回回
　
皆
さ
ん
は
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト・セ
ン
タ
ー
」を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

「
こ
れ
か
ら
子
育
て
が
始
ま
る
け
ど
不

安
だ
」「
子
育
て
真
最
中
の
人
を
応
援

し
た
い
」な
ど
子
育
て
を
地
域
で
相
互

援
助
す
る
活
動
が
全
国
的
に
行
わ
れ
て

い
る
そ
う
で
、
県
内
に
は
、
本
市
を
含

め
、20
カ
所
存
在
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
薩
摩
川
内
へ
潜

入
！
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
、
実
際

利
用
し
て
い
る
方
の
お
話
な
ど
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

と
は
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
ほ
し

い
方
（
お
ね
が
い
会
員
）
と
子
育
て
の
お

手
伝
い
を
し
た
い
方
（
ま
か
せ
て
会
員
）

が
、
会
員
に
な
っ
て
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
助
け
合
い
（
相
互
援
助
活
動
）
を
行

う
会
員
組
織
で
す
。

　
本
市
で
は
、「
お
ね
が
い
会
員
　

３
５
２
人
」、「
ま
か
せ
て
会
員
　
１
９
３

人
」、「
両
方
会
員
　
35
人
」
の
方
が
登
録

し
て
い
ま
す
。（
令
和
４
年
度
）

　
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と
や
紹
介
し
た

い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
／
本
庁
秘
書
広
報
課

企
画
総
務
・
広
聴
広
報
Ｇ（
内
線
４
１
２
２
）

～ファミリー
・サポート・

　　
～ファミリー

・サポート・
　　

　センターっ
て？編～

　センターっ
て？編～

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
な
の
？

ファミリー・サポート・センター

おねがい会員 まかせて会員⑤利用料金の支払い

④打ち合わせ・サービスの提供
（子育てのお手伝い
 をしてほしい方）

（子育てのお手伝い
をしたい方）

①援
助依
頼申
し込
み

③ま
かせ
て会
員の
紹介

⑥援助活動報告書提出

②援助依頼

　「
保
育
施
設
ま
で
子
ど
も
を
送
迎
し
て

ほ
し
い
」「
病
気
や
急
な
用
事
の
と
き
、
子

ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
一
時

的
な
手
助
け
が
ほ
し
い
と
き
に
対
応
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
お
子
さ
ん
の
習
い
事
の
送
迎
が
仕
事
の

時
間
と
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
周
り
の
方

に
紹
介
し
て
も
ら
い
、
お
ね
が
い
会
員
に

登
録
し
た
そ
う
で
す
。

　「
初
め
は
、
ま
か
せ
て
会
員
の
方
に
失

礼
が
な
い
か
と
て
も
心
配
で
し
た
が
、
最

初
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
お
か
げ
で
、
子
ど
も

も
私
自
身
も
安
心
し
て
い
ま
す
。
利
用
し

て
か
ら
は
、『
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と

感
じ
る
こ
と
が
減
り
、
気
持
ち
が
楽
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
私
た
ち
親
に
相
談

し
づ
ら
い
こ
と
な
ど
を
ま
か
せ
て
会
員
の

方
に
話
し
て
い
る
よ
う
で
、『
お
子
さ
ん

が
○
○
で
悩
ん
で
い
る
み
た
い
』
と
、
教

え
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
自
身
も
周
り
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
障
害
児
を
育
て
た
経
験
か
ら
、
今
度
は

自
分
が
子
育
て
を
す
る
方
の
お
手
伝
い
が

し
た
い
と
考
え
、
ま
か
せ
て
会
員
に
登
録

し
た
そ
う
で
す
。
初
め
は
緊
張
し
た
様
子

の
子
ど
も
た
ち
が
、
回
数
を
重
ね
る
ご
と

に
慣
れ
て
い
き
、
学
校
の
話
な
ど
を
し
て

く
れ
る
と
き
、
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に

な
る
と
の
こ
と
。「
こ
れ
か
ら
も
親
御
さ

ん
が
安
心
し
て
お
仕
事
や
家
事
が
で
き
る

環
境
を
整
え
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
で

す
」
と
優
し
い
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
本
市
に
は
、
子
育
て
を
支
え
て
ほ
し
い

方
と
お
手
伝
い
を
し
た
い
方
を
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
体
制

が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
状
で
は
、
お
ね
が
い
会
員

の
依
頼
に
対
し
て
ま
か
せ
て
会
員
の
数
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
援
助
を
受
け
る
ま
で

に
時
間
を
要
す
る
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま

す
。

　「
以
前
、
ま
か
せ
て
会
員
に
お
世
話
に

な
っ
た
経
験
か
ら
、
今
度
は
自
分
が
お
手

伝
い
を
す
る
立
場
に
な
り
た
い
」
な
ど
の

思
い
で
、
両
方
会
員
と
し
て
登
録
し
、
活

動
す
る
方
も
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
増
え

て
ほ
し
い
そ
う
で
す
。

　
助
け
合
い
で
成
り
立
つ
制
度
。
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

S
S
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
１
階
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
薩
摩
川
内

に
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

ど
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
る
の
？

登
録
者
の
声

○「
お
ね
が
い
会
員
」の
U
さ
ん

○「
ま
か
せ
て
会
員
」の
Ｋ
さ
ん

み
ん
な
で
助
け
合
う

▲制度の仕組み

▲�詳しくは市ホー
ムページをご確
認ください。
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兒
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𫝆
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政
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﨑
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〇
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良
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ヤ
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俣

敦

士
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千

和

濵
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ヲ
ヒ
ナ

金
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ノ

キ

明
日
山
　
シ
ヅ
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吉

子

大
　
迫
　
ハ
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ノ

山
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𫝆
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ト
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寺

地

ス

ナ

坂

元

初

美

山
　
口
　
ミ
ツ
エ

中
　
野
　
八
重
子

森
　
田
　
ス
ミ
子

井
　
前
　
ヱ
ミ
子

瀨

口

ミ
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知

識

德

子
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一

之
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平

フ

ヂ
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﨑
　
ヨ
シ
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村

尾

ミ

ト

迫
　
　

ノ

イ

山

元

数

巳

田

藤

一

山
之
内
　
ス
　
ミ

須

賀

ミ

ヱ

　
増
　
壽
美
惠

鬼

文

子

畠

中

レ

イ

尖
　
　

サ

チ

坂

下

ミ

キ

中

能

テ

ル

德
永
喜
右
衞
門

大
　
井
　
ヨ
シ
子

川
　
畑
　
ス
キ
コ

松
　
山
　
イ
サ
子

井

上

正

己
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【
川
　
内
】

【
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※同意をいただいた方を掲載しています。（敬称略）　※令和５年９月１日を基準とし、令和５年８月 17日現在、生年月日順で掲載しています。

問合先／本庁 高齢・介護福祉課高齢者福祉 G　（内線 2674）

　９月の第３月曜日は、国民の祝日の一つである「敬老の日」です。
　多年にわたり、社会のために尽力してこられた高齢者を敬い、その長寿を祝う日です。
　先日、厚生労働省が発表した令和４年の平均寿命は、女性は 87.09 歳で世界第１位、
男性は 81.05 歳で世界第４位でした。

湯
丸

　ミ
キ（

108
歳
）

【
祁
答
院
】

　
み
ん
な
と
お
い
し
く
食
べ
て
、

楽
し
く
生
活
で
き
る
こ
と
が
う

れ
し
い
で
す
。
み
ん
な
と
過
ご

す
こ
と
が
長
生
き
の
秘
訣
で
す
。

　
本
市
で
は
、
毎
年
９
月
１

日
現
在
で
、
本
市
に
住
所
を

有
し
１
年
以
上
経
過
し
て
い

る
満
88
歳
お
よ
び
満
１
０
０

歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
、

長
寿
を
祝
福
し
敬
老
金（
１

万
円
）を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
１
０
０
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
は
、

特
別
敬
老
金（
５
万
円
）を
支

給
し
て
い
ま
す
。重

永

　妙
子（

109
歳
）

【
入
来
】

　
皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な

り
な
が
ら
長
生
き
で
き
ま
し
た
。

“
あ
り
が
と
う
”そ
し
て
感
謝
感

謝
の
毎
日
で
す
。小

西

　ア
キ（

108
歳
）

【
入
来
】

　
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
と
て

も
元
気
で
す
。
ご
飯
も
お
い
し

か
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令和令和55年年99月月1818日㈪日㈪

寿
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前
期
に
引
き
続
き
、
後
期
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　

開
講
期
間
／
10
月
～
翌
年
３
月

受
講
料
／
１
講
座
１
０
０
０
円

※�

講
座
に
係
る
材
料
費
な
ど
の

実
費
が
、
別
途
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

託
児（
無
料
）／
生
後
６
カ
月
～

小
学
校
低
学
年

※�

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

申
込
方
法
／
講
座
番
号
、
講
座

名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
連
絡
先

を
明
記
の
上
、
は
が
き
、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル

※�

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

※�

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

※�

受
講
の
決
定
は
、
文
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
締
切
／
９
月
22
日（
金
）必

着申
込
先
／
〒
８
９
５–

０
０
７
６

大
小
路
町
14–

５
　
中
央
公
民

館（
20
）１
３
３
１

shakai@
city.�

　
　
　satsum

asendai.lg.jp

※�「
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ

事
業
」の
対
象
で
す
。

公民
館名

講座
番号 受講料 講　座　名 学　習　内　容 日　程 時　間 定員

中央

1� あり ときめきスイーツづくり講座
【託児付】 季節に合わせたスイーツを作ります。 11月～２月の

第２金曜日 9:30 ～ 11:30 16

2� あり もっと楽しめる子育て講座
【託児付】

子育て中の悩みや疑問について、各分野の専門家と
一緒に楽しく学びます。

10月、12月～
２月の第４月曜日 9:30 ～ 11:30 20

3� あり 地域づくりを楽しむ講座 ｢人づくり、つながりづくり、地域づくり｣を、具体
的に企画し、実践する人材を育成します。

11月～２月の第１土曜日
※１月のみ第２土曜日 10:00 ～ 12:00 20

4� あり 暮らしの知恵袋講座
【託児付】

整理収納や料理など、暮らしの役に立つ技を学びま
す。

10月～１月の
第２金曜日 13:30 ～ 15:30 20

5� − つながりワーカー養成講座
（後期）

地域共生社会実現のため、地域で活躍するつながりワー
カーの人材育成を行います。

11月～３月の第３水曜日
※３月のみ第２水曜日 13:30 ～ 15:30 30

6� あり ＮＥＷ �ペットと仲良く暮らす ペットと生活するうえで、健康やしつけなど、知っ
ておきたいことを一緒に話し合います。

10月～１月の
第３木曜日 13:30 ～ 15:30 20

7� あり ＮＥＷ �楽しい山歩き
～低山で安心、いい汗かこう～

標高120メートル～ 388メートル程の低山（愛
あ た ご

宕山
やま

、
月
つき

屋
や

山
さん

、昆
こん

岳
たけ

、猫
ねこ

岳
だけ

）をガイド付きで歩きます。

10月～１月の第３水曜日
※10月は第１水曜日と

第３水曜日
10:00 ～ 12:00 20

8� あり はじめようエクセル講座 初めてエクセルに触れる方を対象に、入力から表の作
り方、計算式、データの操作方法などを学びます。

10月～ 11月の
木曜日 13:30 ～ 15:30 15

9� あり エクセル応用講座 エクセル経験者を対象に、表計算・関数・データ
ベースを学びます。

11月～ 12月の
木曜日 13:30 ～ 15:30 15

10� あり タブレット講座（基礎） タブレットの操作や写真などの撮り方、SNSについて
学びます。 10月の毎週金曜日 13:30 ～ 15:30 10

樋脇
11 あり 暮らしに役立つスマートフォン

講座（12月コース） スマートフォンの基本から応用まで学びます。 12月の毎週月曜日 9:30 ～ 11:30 10

12� あり 暮らしに役立つスマートフォン
講座（２月コース） スマートフォンの基本から応用まで学びます。 ２月の毎週月曜日 9:30 ～ 11:30 10

入来

13� あり いきいきわくわく講座 花の寄せ植えや雑貨作り、プロの方の講演など楽し
く生活の知恵を学びます。

10月～１月の第３水曜日
※10月のみ第４水曜日 10:00 ～ 12:00 15

14� あり 素敵にヨガライフ講座（後編） ヨガの呼吸法を取り入れて、簡単なポーズやリラッ
クス法を学びます。

11月～３月の第１水曜日
（1月を除く） 10:00 ～ 12:00 15

15� あり 手編み講座 かぎ針を使って、小物や装飾品を作ります。 11月～２月の
第２水曜日 10:00 ～ 12:00 10

16� あり ＮＥＷ �スマホ教室 スマートフォンを日常で利用できるように基本から
応用まで学びます。

10月～ 12月の
木曜日 10:00 ～ 12:00 10

東郷

17� あり ＮＥＷ �家庭料理講座 身近な食材で、手軽に作る家庭料理を学びます。 10月～２月の第１火曜日
※１月は第２火曜日 10:00 ～ 12:00 10

18� あり ＮＥＷ �快適な暮らしと収納講座 生活空間や環境を整え、快適に暮らすための知識を
学びます。

11月～２月の
第２水曜日 10:00 ～ 12:00 20

19� あり タブレット講座（基礎） タブレットの操作や写真などの撮り方、SNSについて
学びます。 11月の毎週水曜日 13:30 ～ 15:30 10

祁答院

20� あり クラフトかご講座 クラフトのひもを組み合わせて、籠や小物を作りま
す。

10月～２月の
第３水曜日 10:00 ～ 12:00 15

21� あり ボディケア講座 体のケアをしながら、筋力アップをして元気に日々
を過ごします。

10月～２月の第１水曜日
※1月のみ第２水曜日 10:00 ～ 12:00 15

22� あり オカリナ（初心者）講座 心にしみる名曲を、心地よいオカリナの音色で楽し
く演奏します。

10月～ 12月の
第1・3月曜日 10:00 ～ 12:00 15

23� あり 写経教室 精神統一をして、一文字一文字を書き写し、身と心
をリセットします。

10月～２月の
第３木曜日 13:00 ～ 15:00 15

市民大学（公民館講座）後期講座のご案内

42023.9.10 広報

※�講座の学習内容は市ホームページでも紹介しています。� � � � �※�講座の学習内容は市ホームページでも紹介しています。� � � � �
※�学習日程、学習場所および回数は、変更になる場合があります。� � � � �※�学習日程、学習場所および回数は、変更になる場合があります。� � � � �
※�講座の詳細については、各公民館に問い合わせください。※�講座の詳細については、各公民館に問い合わせください。 ▲ ���市ホームページ

中央公民館���　　��0996（22）7251
樋脇公民館���　　��0996（37）2036
入来公民館���　　��0996（44）3358
東郷公民館���　　��0996（42）0053
祁答院公民館���　��0996（21）8755

　
自
主
学
級
と
は
、
中
央
・
地
域
公
民
館
な

ど
を
利
用
す
る
学
習
グ
ル
ー
プ
が
、
学
習
計

画
や
運
営
な
ど
を
自
主
的
に
行
う
学
級
で
す
。

学
習
期
間
／
入
会
～
令
和
６
年
３
月
31
日

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
講
料
／
年
会
費
５
０
０
円

※�

年
会
費
の
他
に
、
学
級
ご
と
に
月
謝
、
教

材
費
、
材
料
費
な
ど
の
実
費
が
必
要
で
す
。

対
象
／
20
歳
以
上
の
方

申
込
締
切
／
９
月
22
日（
金
）

申
込
方
法
／
１
講
座
に
つ
き
、
１
枚
の
往
復

は
が
き
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

返
信
用
は
が
き
の
表
面
に
、
自
分
の
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

往
信
用
は
が
き
の
裏
面
に
、
希
望
の
学
級

番
号
、
学
級
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

連
絡
先
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
民
館
窓
口
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　（
こ
の
場
合
も
は
が
き
が
必
要
）

※�「
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業
」の
対
象

で
す
。

申
込
先
／
〒
８
９
５
‐
０
０
７
６

大
小
路
町
14
‐
５
　
中
央
公
民
館

●中央公民館  �� 0996（22）7251
学級
番号 学級名（内容など） 学　習　日　程 募集

人数

1 大正琴 第１・３週 月 13：30～15：30 若干名

2 尺八教室 第１・３週 金 19：00～21：00 5人

3 どきどきレガート�（ピアノ） 第２・４週 木 19：00～21：00 5人

4 ひなげし�（ピアノ） 第１週 水 9：00～12：00 5人

5 愛
あい

画
が

会�（油絵） 第２・４週 土 13：30～16：30 若干名

6 川内水彩会�（水彩画） 第２土・第４日 13：00～16：00 若干名

7 ちぎり絵コスモス 第２・４週 火 13：30～15：30 若干名

8 トールペイント＆チョークアート 第２・４週 火 13：00～16：00 若干名

9 コール・スマイル�（コーラス）第１・３週 木 10：00～11：30 10人

10 詩
し

吟
ぎん

にしき 第２・４週 月 10：00～12：00 若干名

11 装道の着装と礼法�（着付） 第１・３週 月 9：30～12：30 若干名

12 着物着付け前結び 第１・３週 木 10：00～12：00 若干名

13 あじさい�（表千家茶道） 第２・４週 火 9：00～12：00 若干名

14 紫
し

苑
おん

会�（裏千家茶道） 第２・４週 火 13：00～16：00 5人

15 手編み 第２・４週 土 13：30～15：30 若干名

16 パッチワーク2組 第１・３週 火 10：00～12：00 5人

17 パッチワーク4組 第２・４週 木 19：00～21：00 若干名

18 わたしのお針箱 第１・３週 金 9：30～11：30 若干名

19 楽碁会 A�（囲碁） 第１・３週 土 13：00～16：00 5人

20 楽碁会 B�（囲碁） 第２・４週 木 13：00～17：00 若干名

21 ぼけぼけ写真塾 第２週 水 19：00～21：00 5人

22 太極拳白
はく

鶴
つる

中央 第１・３週 火 14：00～16：00 5人

23 マジック 第２・４週 水 18：30～20：30 若干名

24 書心会�（書道） 第１週 水 13：30～15：30 5人

25 書陵会�（書道） 第１・３週 土 9：15～11：15 若干名

26 わくわく書道 第１・３週 月 9：30～11：30 若干名

27 楽しい英会話 毎週 土 10：00～11：30 10人

28 古文書を読む会 第１・３週 火 13：30～15：30 若干名

29 もくせい句会�（俳句） 第３週 月 13：00～16：00 若干名

30 くす乃き俳句会 第３週 火 12：30～15：00 若干名

●東郷公民館  �� 0996（42）0053
学級
番号 学級名（内容など） 学　習　日　程 募集

人数

37 東郷ハーモニカ楽友会 第２・４週 火 13：30～15：30 5人

38 陶
とう

未
み

会 B 第２・４週 水 10：00～14：00 5人

39 大正琴 第２週 土 13：00～15：00 若干名

40 ヨガ 第２・４週 水 14：00～15：15 若干名

41 コールしらうめ 第２・４週 木 19：30～21：00 10人

42 着物着付け・前結び 第２・４週 火 10：00～11：30 5人

43 竜
りゅう

扇
せん

（和琴）
第３週 土 10：10～12：00

10人
第４週 土 13：00～17：00

●祁答院公民館  �� 0996（21）8755
学級
番号 学級名（内容など） 学　習　日　程 募集

人数

44 イエローハーモニカ 第１・３週 木 19：00～20：00 5人

45 健康体操 毎週 月 13：30～14：30 5人

46 マーリエ・マハロ祁答院（フラダンス）

第２・４週 日 16：00～17：00 5人

※11月～令和6年3月は15：00～16：00

●入来公民館  �� 0996（44）3358
学級
番号 学級名（内容など） 学　習　日　程 募集

人数

36 絵手紙同好会 第１週 月 10：00～12：00 若干名

自
主
学
級
生

自
主
学
級
生

自
主
学
級
生

を
募
集
し
ま
す

を
募
集
し
ま
す

公
民
館

学級
番号 学級名（内容など） 学　習　日　程 募集

人数

31 ふるさと歴史講座と探訪 第２・４週 木 9：30～11：30 若干名

32 ｢万葉集｣を読む会 第２・４週 水 13：30～16：00 若干名

33 美味しく食べようにこにこクッキング 第３週 木 9：00～12：00 5人

34 男でも一人でできるクッキング 第３週 土 9：00～12：00 若干名

35 玄米菜食料理たんぽぽ
第２週

木
13：30～15：30

若干名
第４週 9：30～11：30

Satsumasendai city Public Relations, 2023.9.105



1　人件費（普通会計決算）
　人件費は、職員や特別職に支給される給料や報酬、職員が加入している地方公務員共済組合に事業
主として支払う負担金などを合計したものです。

※職員手当には、退職手当は含みません。給与費は、予算に計上された額です。
※期末・勤勉手当は、民間の賞与に相当するものです。

２　職員給与費（普通会計予算）

３　職員の平均給料月額および平均年齢

４　職員初任給

５　職員の経験年数別平均給料月額

※経験年数は、卒業後ただちに採用されてからの年数です。

６　一般行政職の級別職員数

※給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標準的な職務内容とは、各級に該当する代表的な職名です。

７　職員手当
⑴　期末勤勉手当

⑵　退職手当

（R4.4.1現在）

（R4.4.1現在）

（R4.4.1現在）

（R4.4.1現在）

（R4.4.1現在）

（R4.4.1現在）

区　分 住民基本台帳人口 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率
（B/Ａ）

令和3年度
人件費率

令和
4年度

R5.1.1現在
9万1,868人

575億
3,060万9千円

33億
862万2千円

88億
7,283万9千円 15.4% 14.4%

区　分 職員数（A） 給　与　費 １人当たり 
給与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

令和
5年度

R5.4.1現在
999人

37億
3,234万8千円

7億
7,266万6千円

14億
6,527万2千円

59億
7,028万6千円 598万円

区　分 一　般　行　政　職 技　能　労　務　職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

本市 325,500円 43.3歳 330,600円 51.5歳
鹿児島県 312,700円 43.8歳 318,300円 55.9歳
国 323,711円 42.7歳 286,570円 51.1歳

区　分 本　市 国
初　任　給 採用2年経過日給料額 初　任　給 採用2年経過日給料額

一　般
行政職

大学卒 185,200円 198,500円 本市と同じ 本市と同じ高校卒 154,600円 164,100円

区　分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年

一般行政職 大学卒 251,750円 346,866円 376,500円
高校卒 215,075円 311,017円 332,100円

技能労務職 高校卒 ー ー 310,925円

区　分 7　級 6　級 5　級 4　級 3　級 2　級 1　級 計

標準的な職務内容 参与 参事 参事補 総括主任
主任 主任補 主事 主事

職　　員　　数 16人 52人 150人 231人 39人 49人 105人 642人
構　　成　　比 2.5% 8.1% 23.4% 36.0% 6.1% 7.6% 16.3% 100.0%

区　分 本　市 国
期　別 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
��6�月
12�月
計

1.20月分
1.20月分
2.40月分

�0.95月分
�1.05月分
2.00月分

本市と同じ 本市と同じ

職制上の段階、職務の�
級などによる加算措置 5％～15％ 5％～20％

区　分 本　市 国
（支給率） 自己都合 応募認定・定年 自己都合 応募認定・定年
最高限度額 47.709月分 47.709月分

本市と同じ

本市と同じ
勤続20年 19.6695月分 26.3655月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 本市と同じ
勤続35年 39.7575月分 47.709月分 本市と同じ

その他の加算措置 在級年数により
調整額を加算

定年前早期退職特例措置（2％～ 45％）
また、在級年数により調整額を加算 本市と同じ 本市と同じ

人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況

本
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

問
合
先
／
本
庁
総
務
課

人
事
職
員
Ｇ

（
内
線
４
５
４
１
・
４
５
４
２
）

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

62023.9.10 広報

区　分 全職種
職員全体に占める
手当支給職員の割合 27.2%

手当の種類（手当数） 16

代表的�

な手当�

の名称

支給額別
夜間看護手当

救急業務・出動手当
社会福祉業務手当

支給対象者別
救急業務・出動手当
税務徴収業務手当
社会福祉業務手当

※特殊勤務手当は、著しく危険、不快、不健康または困難な勤務、
　その他著しく特殊な勤務に従事する職員に支給される手当です。 ※（　）内は、給与減額措置がないとした場合の額です。

令　和
4年度

支給総額 3億508万3千円

職員１人当たり
の支給年額 33万5千円

部　門 職員数
一般行政部門 618人
特別行政部門 261人

公営企業等会計部門 112人
合　計 991人

�

８　部門別職員数

⑶　特殊勤務手当

⑷　時間外勤務手当

（R4.4.1現在）

（R4.4.1現在）

12　特別職の報酬など （R4.4.1現在）

※職員数は、一般職に属する正規職員数であり、地方公務員の身分
　を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員
　を除きます。

９　福利厚生事業の状況 （R4.4.1現在）

処分内容 処分者数 処分事由

分
限
処
分

免����　職 0人
降����　任 0人

休����　職 9人 心身の故障による
長期休養

降����　給 0人
失　����職 0人

懲
戒
処
分
な
ど

免　����職 0人
停����　職 1人 建造物侵入など
減　����給 2人 不適正な事務処理
戒　����告 6人 交通事故など
訓��告��等 43人 交通事故など

(R4.4.1～ R5.3.31)

11　人事評価の状況
評価時期 評価の状況

R4.4.1～ R4.9.30 条件付採用期間中職員の
人事評価を実施

R4.4.1～ R5.1.31 全職員を対象として、人
事評価を実施

(R4.4.1～ R5.3.31)

17　公平委員会業務の状況
勤務条件に関する措置の要求の状況 不利益処分に関する不服申立ての状況

該当なし 該当なし

14　職員の勤務時間 （R4.4.1現在）

16　職員研修の状況
研修名 研修者数 研修内容

派 遣 研 修 10人 資源エネルギー庁、鹿児島県他
専 門 研 修 11人 県自治研修センター
職務別研修 229人 管理監督者研修他
特 別 研 修 18人 パソコン研修、行政管理講座
合　�計 268人

（R4.4.1～ R5.3.31）

13　職員の任免および職員数

10　職員の分限および懲戒処分など

区　分 標準の勤務時間など

勤 務 を 要 す る 日
毎週月曜日から金曜日までの週５日間
※国民の祝日および12月29日から1月3日
　までの間を除く

１日当たりの勤務時間 8時30分から17時15分まで
※実質勤務時間は7時間45分

１週間当たりの勤務時間 38時間45分（7時間45分×5日間）
年 間 総 勤 務 時 間 2,015時間（38時間45分×52週）

15　休暇・休業制度 （R4.1.1～ R4.12.31）

名　　　称 薩摩川内市職員厚生会
会　員　数 991人

負担金率（事業主：会員） 1.6/1000�：�4/1000

区　分
令和3年度末
職員数

（R4.3.31）

令和4年度中 令和4年度末
職員数
（R5.3.31）採用者 退職者

うち国県
などへの
派遣者

行 政 職 746人 52人 58人 7人 740人
医 療 職 23人 7人 3人 0人 27人
消 防 職 151人 4人 3人 3人 152人
技能労務職 21人 0人 1人 0人 20人
合　　計 941人 63人 65人 10人 939人

休暇・休業の種類 休暇日数など 取得実績
有
給
休
暇
年次有給休暇

１年につき20日付与
前年に未使用日数がある場合は、
最大20日を翌年に繰越

１人当たり
平均12.1日

無
給
休
暇

介 護 休 暇

負傷または疾病などにより２週
間以上にわたり介護をしなけれ
ばならない職員に対し、６カ月
以内の必要な期間

取得者 0人

組 合 休 暇 職員組合活動に従事する場合に
30日以内付与 取得者 0人

休
業育 児 休 業

子が３歳に達する日まで２回
子の出生後８週間以内に４週間
まで２回（産後パパ育休）
【R4.10.1改正】

取得者 4人

区　分 月　額 適用日

給
料

市������������長 732,000円
（915,000円） R2.12.1

（H20.4.1）副����市����長 653,400円
（726,000円）

報
酬

議 長 458,000円
H20.4.1副 議 長 396,000円

議 員 370,000円

期
末
手
当

三 役�
議 　 員

6月期　1.625月分�
12月期　1.675月分
計　　3.30月分

加 算 措 置 15%
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　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄り
添うことや人柄を表す言葉「人となり」をイ
メージしたコーナーで、人物や活動の紹介だ
けでなく、その人の思いにスポットを当てる
ことを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

中な
か

畝せ

地ち

　里り

沙さ

さ
ん

運
命
の
出
会
い

　
10
月
に
開
催
さ
れ
る
か
ご
し
ま
国

体
に
臨
む
堂ど
う

前ま
え

沙さ

織お
り

さ
ん
、
双
子
の

中な
か

畝せ

地ち

里り

佳か

さ
ん
、
里り

沙さ

さ
ん
の
３

人
姉
妹
。
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
た
の
は
、

沙
織
さ
ん
が
小
学
５
年
生
、
里
佳
さ

ん
、
里
沙
さ
ん
が
小
学
３
年
生
の
時
。

　
特
に
ホ
ッ
ケ
ー
に
興
味
が
あ
っ
た

訳
で
は
な
く
、
習
い
事
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
学
校
で
ホ
ッ

ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
チ
ラ
シ
が

配
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
３
人

の
ホ
ッ
ケ
ー
人
生
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
里
沙
さ
ん
は
、｢

本
当
は
ピ
ア

ノ
が
し
た
か
っ
た
け
ど
、
ピ
ア
ノ
は

反
対
さ
れ
た
」と
話
し
ま
す
。

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら

　「
中
学
生
ぐ
ら
い
ま
で
は
練
習
に
行

く
の
も
嫌
だ
っ
た
」「
全
然
楽
し
く
な

か
っ
た
」「
辞
め
よ
う
と
思
っ
て
い
た
」

と
よ
ほ
ど
練
習
が
き
つ
か
っ
た
か
ら
か
、

３
人
と
も
苦
し
い
思
い
出
が
多
い
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
試
合
で
ゴ
ー
ル
を
決

め
た
り
、
チ
ー
ム
が
勝
っ
た
り
と
、
出

来
る
こ
と
や
う
れ
し
い
こ
と
が
増
え
、

楽
し
く
な
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
や
国
体
の
出
場
に
つ
い
て

も
、
出
場
し
て
当
た
り
前
と
い
う
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
、
３
人
は

目
標
を
達
成
し
て
い
き
ま
し
た
。

憧
れ
の
人
と
プ
レ
ー
す
る
た
め
に

　
中
学
校
で
ホ
ッ
ケ
ー
を
辞
め
よ
う

と
思
っ
て
い
た
沙
織
さ
ん
に
は
憧
れ

の
先
輩
が
い
ま
し
た
。
本
市
出
身
で

ホ
ッ
ケ
ー
元
日
本
代
表
の
大お

お

田た

昭あ
き

子こ

さ
ん
、
沙
織
さ
ん
の
２
年
先
輩
で
す
。

沙
織
さ
ん
は
、「
大
田
さ
ん
は
み
ん
な

の
憧
れ
で
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
憧
れ
の
大
田
さ
ん
と
プ

レ
ー
し
た
い
と
思
っ
た
沙
織
さ
ん
は
、

そ
の
気
持
ち
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
、

高
校
で
も
ホ
ッ
ケ
ー
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
た
そ
う
で
す
。

地
元
の
人
た
ち
へ
の
思
い

　「
少
年
団
の
頃
か
ら
高
校
時
代
ま

で
、
ホ
ッ
ケ
ー
を
教
え
て
く
れ
た
の

は
樋
脇
地
域
の
方
々
。
九
州
で
も

ホ
ッ
ケ
ー
専
用
の
コ
ー
ト
は
少
な
い

の
に
、
小
さ
い
頃
か
ら
当
た
り
前
の

よ
う
に
専
用
コ
ー
ト
で
練
習
が
で
き
、

環
境
に
す
ご
く
恵
ま
れ
て
い
る
と
思

う
。
地
域
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
も
し
て

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
話

し
ま
す
。
現
在
、
里
佳
さ
ん
は
少
年

団
の
コ
ー
チ
と
し
て
後
進
の
育
成
に

も
携
わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

３
姉
妹
で
臨
む
国
体

　
か
ご
し
ま
国
体
で
は
、
沙
織
さ
ん

は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
里
佳
さ
ん
と

里
沙
さ
ん
は
選
手
と
し
て
参
加
す
る

予
定
で
す
。

　
沙
織
さ
ん
は
、
国
体
延
期
前
は
選

手
と
し
て
出
場
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
で
、
医
療
従
事
者
と

し
て
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
緒
に
出
場
す
る
こ
と
が
夢
だ
っ
た

３
人
。
そ
れ
ぞ
れ
に
エ
ー
ル
を
送
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

姉
か
ら
妹
た
ち
へ

　「
選
手
と
し
て
は
出
場
で
き
な
い
け

ど
、
上
位
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。
ス
タ
ッ
フ
な
の
で
声
を
出
し
て

2
人
を
応
援
で
き
な
い
け
ど
、
心
の

中
で
は
、
大
声
で
応
援
し
て
い
ま
す
」

妹
た
ち
か
ら
姉
へ

　「
自
分
が
出
場
で
き
な
く
て
悔
し

い
気
持
ち
も
あ
る
中
、
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
加
し
て
く
れ
て
、
う
れ
し
い

し
、
安
心
感
が
あ
る
。
お
姉
ち
ゃ
ん

に
勝
利
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
」（
里

佳
さ
ん
）

　「
地
元
に
帰
っ
て
く
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
は
お
姉
ち
ゃ
ん
が
い
た

か
ら
。
３
人
で
出
場
し
た
か
っ
た
け

ど
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の
分
ま
で
頑
張
っ

て
結
果
を
残
し
、
有
終
の
美
を
飾
り

た
い
」（
里
沙
さ
ん
）

　
３
人
は
、
今
、
ホ
ッ
ケ
ー
に
関
わ

る
全
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
か
ご

し
ま
国
体
だ
と
言
い
ま
す
。
地
元
で

開
催
さ
れ
る
国
体
に
向
け
て
、「
思

い
を
一
つ
」に
臨
み
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
来
月
開

催
さ
れ
る
か
ご
し
ま

国
体
。
小
さ
い
頃
か

ら
プ
レ
ー
し
て
き
た

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
が
地

元
で
開
催
さ
れ
、
３

姉
妹
で
迎
え
る
国
体

へ
の
思
い
、
ま
た
地

域
へ
の
思
い
に
寄
り

添
い
ま
す
。

堂ど
う

前ま
え

　沙さ

織お
り

さ
ん

中な
か

畝せ

地ち

　里り

佳か

さ
ん

▲大会で優勝した時の写真
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スタンプラリーの期間

二次元コードを
読み取るつん♪

スマートフォンを活用してスマートフォンを活用して
もっとかごしま国体を楽しもう!もっとかごしま国体を楽しもう!

「薩摩川内市ここでたのしもうガイドブック」
（かごしま国体さつませんだい電子ガイドブック）

モバイルスタンプラリーを開催 !

競技会場：各競技開催中
市内物産施設：９月　７日（木）～
　　　　　　 10月16日（月）

国体通信 vol.18

　このガイドブックには、国体の情報や競技の
魅力だけでなく、観光地や飲食店の紹介、交通
情報など、たくさんの情報が詰まっています！
　会場で、より楽しむための事前チェックにと
ても便利です。全国から来訪される選手や大会
関係者に対し、おもてなしの意味も込めてぜひ
紹介してください。

　上記期間中、各競技会場や市内物産施設に設置してある二次
元コードを、お持ちのスマートフォンで読み込むと、ポイント
が獲得できます。獲得したポイントの数に応じて、本市の魅力
ある特産品などが当たる抽選に応募することができます。
　皆さんもぜひ、国体の会場に足を運んで、モバ
イルスタンプラリーに参加しましょう！

燃ゆる感動かごしま国体
薩摩川内市実行委員会事務局
（国体推進課内）（内線 6431）

問合先

◀かごしま国体
　さつませんだい
　電子ガイドブック

モバイルスタンプラリーに参加するにはこちらから▶

▲ホームページ ▲ Instagram

▲市ホームページ
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◀出典：国土交通省
　　　　ホームページ

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
防
災
に
関
す

る
備
え
や
避
難
時
の
注
意
な
ど
、
日
頃

か
ら
災
害
に
備
え
る
た
め
の
情
報
を
ス

ポ
ッ
ト
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

VOL.23VOL.23①
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、

大
人
も
子
ど
も
も
、
全
て
の
自

転
車
利
用
者
に
自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
乗
車
中
に
亡
く
な
っ

た
約
６
割
の
方
は
頭
部
を
損
傷

し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用
時
の

致
死
率
は
着
用
時
と
比
べ
て
約

２
・
２
倍
も
高
く
な
る
と
い
う

統
計
結
果
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
自
転
車
事
故

の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に

は
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
て
頭
部
を
守
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
自
転

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、

大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
関
す

る
ル
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
、

性
能
上
の
最
高
速
度
が
自
転
車

と
同
程
度
で
あ
る
な
ど
一
定
の

要
件
を
満
た
す
特
定
小
型
原

動
機
付
自
転
車（
い
わ
ゆ
る
電

問
合
先
／
本
庁
防
災
安
全
課

防
災
安
全
G（
内
線
４
９
３
２
）

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
な
ど
）は
、

新
た
な
交
通
ル
ー
ル
が
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

※
適
用
さ
れ
た

　新
た
な
交
通
ル
ー
ル

▼�

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
取
り
付
け

▼�

自
賠
責
保
険
の
加

入
▼�

16
歳
未
満
の
運
転

禁
止

▼
２
人
乗
り
の
禁
止

▼�

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
の
努
力
義

務
な
ど

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
特
定
小
型
原
動

機
付
自
転
車
の
基
準

な
ど
、
新
た
な
交
通

ル
ー
ル
の
詳
細
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、

正
し
く
理
解
し
安
全

に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。



認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
認
知
症
は
、脳
の
神
経
細
胞
が
変
性
す
る
こ

と
で
脳
の
働
き
が
悪
く
な
り
、脳
の
機
能
が
低

下
し
て
い
く
状
態
に
な
る
こ
と
で
す
。脳
は
、

覚
え
る
・
考
え
る
・
理
解
す
る
・
計
画
す
る

な
ど
、高
度
な
認
知
機
能
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。こ
の
認
知
機
能
が
徐
々
に
低
下
す

る
こ
と
で
、日
常
生
活
に
も
影
響
し
て
き
ま
す
。

　
認
知
症
の
原
因
と
な
る
疾
患
は
70
種
以
上

に
及
ぶ
こ
と
や
、加
齢
に
伴
い
認
知
症
の
方
が

増
え
て
い
く
こ
と
な
ど
か
ら
、多
く
の
人
に

と
っ
て
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、認
知
症
の
方
に
優
し
く
住
み
よ
い

町
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
ず
は
、認
知
症
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　

〇
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
市
で
は
、認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
を
、で
き
る
範
囲
で
手
助

け
す
る｢

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー｣

を
養
成
す
る

た
め
に
、学
校
や
企
業
、地
域
か
ら
の
依
頼
を

受
け
、｢

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座｣

を
開

〜
ち
ょ
っ
と
一
休
み
〜

　
こ
の
ロ
バ
は
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
長
と
し
て
ロ
バ
の
よ

う
に
急
が
ず
、し
か
し
一
歩
一
歩
着
実

に
、キ
ャ
ラ
バ
ン
も
進
む
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ロ
バ
隊
長
と
一
緒
に
認
知
症
の
方
や

そ
の
家
族
を
支
え
ま
し
ょ
う
。

催
し
て
い
ま
す
。

　
受
講
さ
れ
た
方
か
ら
は｢

認
知
症
の
人
と

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
に

な
っ
た｣｢

今
後
の
接
客
対
応
時
の
参
考
に
し

た
い｣

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
日
時
・
場
所
に
無
料
で
講
師
を

派
遣
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

〇
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
は
、認
知
症
の
方

や
そ
の
家
族
へ
相
談
支
援
や
適
切
な
社
会
資
源

の
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
、地
域
支
援
体
制
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
庁
高
齢
・
介
護
福

祉
課
、市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
他
、民
間

事
業
所
に
も
在
籍
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
相
談
し
よ
う

　｢

似
た
よ
う
な
失
敗
を
繰
り
返
す
よ
う
に

な
っ
た
け
ど
大
丈
夫
か
な
？｣

　｢

単
な
る
物
忘
れ
か
な
？
最
近
少
し
様
子
が

変
だ
け
ど｣

な
ど
。

　
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
は
、相
談
窓

口
や
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。本

市
の
一
部
医
療
機
関
に
は
、認
知
症
の
診
断
や

治
療
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
医
や
物
忘
れ
相
談
医
が
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、本
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
を

紹
介
し
ま
す
。

〇
家
族
介
護
者
の
会｢

よ
い
や
ん
せ｣

　
認
知
症
の
方
や
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る

家
族
が
、
同
じ
経
験
を
持

つ
者
同
士
語
り
合
い
、
日

頃
の
悩
み
や
思
い
を
本
音

で
話
せ
る
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
で
す
。

〇
認
知
症
カ
フ
ェ

　
認
知
症
の
方
、
家
族
の

介
護
を
し
て
い
る
方
、
高

齢
者
の
方
、
地
域
の
方
、

ど
な
た
で
も
、
気
軽
に
集

い
交
流
で
き
る
場
で
す
。

問
合
先
／
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課

包
括
支
援
Ｇ（
内
線
２
６
７
５
）

認
知
症
の
相
談
に
関
す
る
問
合
先

●�

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
永
利
町

社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

�（
24
）３
３
３
１

●
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
包
括
支
援
Ｇ

　�（
内
線
２
６
７
５
）

●
鹿
児
島
県
若
年
性
認
知
症
相
談
窓
口

　
※
若
年
性
認
知
症
に
関
す
る
相
談
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９
月
21
日
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

で
す
。こ
の
機
会
に
、認
知
症
の
正
し
い
理

解
や
認
知
症
の
方
に
優
し
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
支
え
る

み
ん
な
で
支
え
る
認
知
症

認
知
症

▲認知症サポーター
　キャラバン
　キャラクター
　｢ロバ隊長｣

▲市ホームページ

〜
一
言
コ
ラ
ム
〜

　
認
知
症
の
中
で
も
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
は
新
型
の
生
活
習
慣
病
と
呼

ば
れ
、中
年
期
の
生
活
習
慣
病
が
高
齢
期

の
認
知
症
発
症
に
関
与
す
る
と
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。特
に
糖
尿
病
の
場
合
は
、

発
症
リ
ス
ク
が
約
２
倍
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
適
度
な
運

動
に
心
掛
け
、適
正
体
重
の
維
持
と
禁

煙
、そ
し
て
良
好
な
血
糖
値
を
維
持
し
ま

し
ょ
う
。

▲市ホームページ

102023.9.10 広報

　今
回
は
、
有
限
会
社
市
比
野
モ
ー

タ
ー
ス
を「
深
ボ
リ
！
」。
代
表
取

締
役
の
真ま

髙た
か

良よ
し

征ゆ
き

さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　自
動
車
販
売
と
自
動
車
整
備

工
場
を
生
業
と
し
て
昭
和
36
年
に

創
業
し
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
に
工
場
と
事
務
所
を

改
築
し
、
そ
し
て
今
年
２
月
に
工

場
は
そ
の
ま
ま
で
、
カ
フ
ェ
兼
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
を
併
設
し

た
事
務
所
に
建
て
替
え
ま
し
た
。

第
57
回

有
限
会
社
市
比
野
モ
ー
タ
ー
ス

代 表 者：代表取締役　真高良征

所 在 地：樋脇町市比野 2865

従業員数：11人

連 絡 先：（38）0121

▲真高代表取締役（中央）と従業員の皆さん

　
従
来
の
自
動
車
販
売
と
自
動
車

整
備
工
場
の
傍
ら
で
、
カ
フ
ェ
経

営
と
、
地
元
の
作
家
陣
に
よ
る
作

品
と
自
社
製
作
の
廃
材
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
作
品
を
販
売
し
て
い
ま

す
。

｢

車
屋
さ
ん
に
見
え
な
い
車
屋
さ
ん｣

　
カ
フ
ェ
と
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
地
元
の
方
々
や
、

近
く
に
観
光
に
来
た
方
々
へ
憩
い

の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
車

に
あ
ま
り
興
味
の
な
い
方
で
も
気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
お
店

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
海
の
家
を
イ
メ
ー
ジ
し
た「
車
屋

さ
ん
に
見
え
な
い
車
屋
さ
ん
」は
、

テ
レ
ビ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
反
響

を
呼
び
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
お

客
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

　Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
て
、
自
動

車
部
品
の
廃
材
や
建
築
会
社
か
ら

廃
棄
す
る
木
材
な
ど
を
譲
り
受
け
、

加
工
し
て
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
廃
タ
イ
ヤ
を
使
っ
た
傘

立
て
や
廃
タ
イ
ヤ
と
木
材
を
合
わ

せ
て
子
ど
も
用
の
乗
り
物
に
活
用

す
る
な
ど
、
本
来
で
あ
れ
ば
捨
て

ら
れ
る
よ
う
な
も
の
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
発
想
で
、
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
地
域
の
皆
さ
ん
と
お
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
ど
ん
ど
ん
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
に
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
競
い
合
い

な
が
ら
、
こ
の
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

入社１年目
田
た
中
なか
ゆかりさん

　
私
は
、
カ
フ
ェ
と
シ
ョ
ッ
プ
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
で
バ
ッ
グ
や
洋

服
を
製
作
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

シ
ョ
ッ
プ
に
は
私
の
作
品
も
並
ん

で
い
ま
す
。

　
カ
フ
ェ
と
シ
ョ
ッ
プ
の
あ
る
車

屋
さ
ん
に
は
、
他
の
店
舗
に
は
な

い
温
か
さ
が
あ
り
ま
す
。
地
域
に

根
差
し
、
多
く
の
方
々
が
集
え
る

よ
う
な
空
間
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

社
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲廃タイヤを活用した
　傘立て

▲廃タイヤを活用した
子ども用の乗り物

▲開放的で明るい事務所

有限会社
市比野モータース － Information －

Instagram▶
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■
夜
間
当
番
医
制
度
の
状
況

　
本
市
の
夜
間
当
番
医
制
度
は
、川
内
市
医

師
会
の
会
員
お
よ
び
済
生
会
川
内
病
院
な

ど
21
の
医
療
機
関
の
協
力
に
よ
り
、�

昭
和

54
年
４
月
１
日
に
開
始
さ
れ
、�
現
在
、�
９
医

療
機
関
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
夜
間
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、�

原
則
、�
18

時
か
ら
23
時
ま
で（
そ
れ
以
降
の
深
夜
帯
は

緊
急
を
要
す
る
重
症
患
者
の
み
）で
す
。

　
夜
間
当
番
医
を
内
科
系
・
外
科
系
に
分
け

て
市
民
へ
開
示
し
て
い
る
地
域
は
極
め
て

ま
れ（
県
内
で
は
本
市
の
み
）で
、�

夜
間
救

急
に
関
わ
っ
て
い
る
医
師
、�

看
護
師
、�

そ
の

他
多
く
の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
に

よ
り
、�

体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
医
療
従
事
者
の
現
状

　
夜
間
当
番
を
担
っ
て
い
る
医
師
の
大
半

は
、昼
間
に
通
常
勤
務
を
し
、そ
し
て
そ
の

ま
ま
、�

夜
間
当
番
を
行
い
ま
す
。�

し
か
し
、�

そ
こ
で
仕
事
は
終
わ
ら
ず
、�

翌
日
も
通
常

勤
務
を
し
て
い
ま
す
。�

看
護
師
や
そ
の
他

の
医
療
従
事
者
も
同
じ
よ
う
に
変
則
勤
務

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
医
師
た
ち
は
、�｢

コ
ン
ビ
ニ
受
診
が

増
加
し
、�

緊
急
を
要
す
る
重
症
患
者
が
速

や
か
に
受
診
で
き
な
い
事
態
が
生
じ
て
お

り
、こ
の
ま
ま
夜
間
当
番
医
制
度
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
は
、�

人
員
的
に
も
精
神

的
に
も
限
界
が
き
て
い
る｣

と
訴
え
て
い
ま

す
。

　
各
医
療
機
関
で
は
、コ
ン
ビ
ニ
受
診
対
策

と
し
て
、�

深
夜
帯
の
軽
症
受
診
者
に
対
し

て
、通
常
の
診
療
費
の
他
に
５
０
０
０
円
を

徴
収
す
る
選
定
療
養
費
制
度
を
導
入
し
、深

夜
帯
の
受
診
者
の
抑
制
に
努
め
て
き
ま
し

た
が
、�

大
き
な
効
果
は
得
ら
れ
て
い
な
い

状
況
で
す
。

　　
本
市
の
夜
間
救
急
医
療
体
制
を
守
り
、

｢

助
か
る
命
を
助
け
る
た
め｣

に
、�

市
民
の

皆
さ
ま
の
適
正
な
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
現
在
、
本
市
の
夜
間
当
番
医
制
度（
夜
間
病

院
群
輪
番
制
）は
、
医
療
従
事
者
の
不
足
や
医

師
の
高
齢
化
問
題
に
加
え
、
緊
急
性
の
な
い

軽
症
患
者
が
夜
間
当
番
医
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る｢

コ
ン
ビ
ニ
受
診｣

に
よ
り
、
医
師
が

疲
弊
し
、
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
医

師
の
働
き
方
改
革
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
本
市
で
は
、
夜
間
救
急
の
在
り
方
を
根

本
的
に
見
直
し
、
新
し
い
夜
間
救
急
医
療
体

制
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
本
市

の
夜
間
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

問合先／市民健康課地域医療 G
（すこやかふれあいプラザ内）
　（22）8848

「救急「救急のの日」日」99月月99日は日は
｢夜間救急医療体制｣を守るために、
　　　　　　　　　私たちができること

助かる命を　助けるために

① 

日
頃
か
ら｢

か
か
り
つ
け
医｣

を
持

ち
、
体
の
調
子
が
悪
い
と
き
は
、

平
日
昼
間
に
か
か
り
つ
け
医
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

夜
間
の
救
急
当
番
医
は
、
原
則
、

18
時
か
ら
23
時
が
診
療
時
間
で
す
。

ど
う
し
て
も
昼
間
受
診
が
で
き
な

い
場
合
や
、
夕
方
か
ら
体
調
が
悪

く
な
っ
た
方
は
、
必
ず
23
時
ま
で

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

23
時
以
降
に
つ
い
て
は
、
深
刻
な

急
患
か
つ
重
症
患
者
に
限
り
ま
す
。

救
急
車
を
呼
ば
な
い
と
い
け
な
い

く
ら
い
、
急
で
重
症
で
あ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
場
合
以
外
は
、
朝

ま
で
待
ち
、
か
か
り
つ
け
医
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

■��

普
段
か
ら
心
掛
け
て

　い
た
だ
き
た
い
こ
と
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夜
間
に
子
ど
も
の
急
病
で
困
っ
た
と
き

は
、�

小
児
救
急
電
話
相
談｢

＃
８
０
０
０｣

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�
子
ど
も
の
症
状
に

応
じ
た
適
切
な
対
処
法
な
ど
、ア
ド
バ
イ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。�

平
日
お
よ
び
土
曜
日

は
19
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま
で
、�

日
曜
日
、�
祝

日
、�

年
末
年
始
は
８
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
＃
８
０
０
０（
局
番
な
し
）

　
０
９
９（
２
５
４
）１
１
８
６

　
ま
た
、�

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト｢

こ
ど
も
の
救
急｣

も
活
用
く
だ
さ
い
。　

■�

子
ど
も
の
急
な
病
気
で
心
配
に
な
っ
た

と
き
は｢
＃
８
０
０
０｣

■�

休
日
・
夜
間
の
当
番
医
な
ど
の
医
療
情
報

〇
広
報
薩
摩
川
内
お
知
ら
せ
版

　（
毎
月
25
日
ご
ろ
発
行
）�

〇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

｢

地
域
医
療
を
守
る

た
め
に｣

　
２
０
２
４
年
問
題
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
２
０
２
４
年
問
題
と
は
、�

２
０
２
４

年
４
月
１
日
か
ら
自
動
車
運
転
業
務
、�

建
設
業
、�

医
師
な
ど
に
時
間
外
勤
務
の

上
限
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
の
業
界
だ
け
で
は

な
く
、�

今
、�

医
療
の
現
場
も
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、�

こ
れ
ま
で
、体
の
具

合
が
悪
く
な
れ
ば
、�

日
曜
で
も
夜
で
も

受
診
で
き
た｢

当
た
り
前｣

が
崩
壊
す
る

危
機
に
あ
り
ま
す
。�

要
因
と
し
て
は
、

担
当
医
療
機
関
の
減
少
、�

医
師
の
高
齢

化
、�

医
師
の
偏
在
、�

医
師
の
働
き
方
改
革

（
２
０
２
４
年
問
題
）な
ど
で
す
。�

特
に

医
師
の
働
き
方
改
革
に
よ
り
、�

今
ま
で

ど
お
り
の
勤
務
時
間
が
取
れ
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
、�

医
師
会
立
市
民
病
院

や
済
生
会
川
内
病
院
に
勤
務
す
る
医
師

の
当
直
体
制
に
苦
慮
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

川
内
市
医
師
会
会
長
　
久ひ

さ

留ど
め

　
敏と
し

弘ひ
ろ

　
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、�

市
と
連
携
し
て
新
た
な

救
急
体
制
を
模
索
し
て
い
ま
す
が
、�

一

朝
一
夕
に
構
築
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
ど
う
か
、�

前
ペ
ー
ジ
に
あ
る｢

普
段
か

ら
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と｣

を
実

行
し
て
い
た
だ
き
、�

こ
の
地
域
の
医
療

が
崩
壊
し
な
い
よ
う
、�

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
選
定
療
養
費
と
は

　
選
定
療
養
費
は
、�

コ
ン
ビ
ニ
受
診
抑
制

が
目
的
で
あ
り
、�

緊
急
・
重
篤
な
方
の
受
診

を
抑
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

軽

症
の
方
が
、�

23
時
か
ら
翌
朝
８
時
30
分
に

夜
間
救
急
当
番
医
を
受
診
す
る
と
、�

通
常

の
深
夜
診
療
費
に
加
え
保
険
適
用
外
の
別

途
料
金（
５
０
０
０
円
）を
負
担
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

 

対
象
医
療
機
関

　
川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院
お
よ
び
済

生
会
川
内
病
院

 

対
象
患
者

　
23
時
か
ら
翌
朝
８
時
30
分
ま
で
の
夜
間

救
急
当
番
医
受
診
者
で
、�

検
査
・
処
置
の
必

要
が
な
く
医
師
に
よ
る
診
察
の
み
、�

ま
た

は
診
察
と
投
薬
の
み
の
方

 

対
象
外
の
基
準

　
選
定
療
養
の
対
象
外
と
な
る
基
準
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

●�

医
学
的
に
緊
急
性
、�

重
篤
性
が
認
め
ら

れ
、�

緊
急
的
な
処
置
な
ど
が
必
要
な
方

●
妊
産
婦（
産
科
疾
患
の
み
）

●�

小
児（
15
歳
未
満
）の
場
合
、�

ま
た
は
小

児
科
受
診
の
場
合

▲ウェブサイト
　「こどもの救急」

▲市ホームページ

▲市消防局
　ホームページ
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